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１．協会概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境適合型社会の実現をめざして 
 

 

財団法人ひょうご環境創造協会は、環境の保全と創造に資することを目的に、

地球規模から地域レベルまで幅広い環境問題に対応し、県民、NPO・NGO、事業

者、行政と共に、次世代に継承する「環境適合型社会」の実現に向け、多様な

事業を展開しています。 

 

1 地球温暖化防止や生物多様性の保全、環境学習・教育の推進などの環境

創造に関する事業 

2 廃棄物等の適正で広域的・効率的な減量、再生、処分などの循環型社会

の形成をめざす事業 

3 大気、水質、土壌汚染に関する測定分析や開発事業に伴う環境アセスメ

ント、動植物・生態系調査などの環境調査・コンサルティング事業 

4 環境事故の危機管理をはじめとするさまざまな環境問題についての調査

究 

5 JICA 研修の受け入れや環境技術協力など、世界各地の環境問題の解決に

向けた国際協力事業 
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（１）組織の概要 
 

名    称 財団法人ひょうご環境創造協会 

 

所 在 地 〒６５４－００３７ 神戸市須磨区行平町３－１－３１ 

（本    部  〒６５４－００３７ 神戸市須磨区行平町３－１－３１）      

（資源循環部 〒６５０－００２３ 神戸市中央区栄町通４－２－１８ キンキビルディング内） 

（尼崎事業所 〒６６０－００８７ 尼崎市平左衛門町７０） 

（津名事業所 〒６５６－２１３２ 淡路市津名町志筑新島） 

（姫路事業所 〒６７２－８０７９ 姫路市飾磨区今在家字近藤新田１３５１－１７地先） 

（播磨事業所 〒６７５－０１５５ 加古郡播磨町新島１３－１） 

（赤穂事業所 〒６７８－０２０８ 赤穂市西浜町１０１６－１） 

（香住事業所 〒６６９－６５６２ 美方郡加美町香住区油良３９９－５） 

（ひょうごエコプラザ 〒６５０－００４４ 神戸市中央区東川崎１丁目１番３号  

神戸クリスタルタワー５Ｆ） 

（ひょうご環境体験館 〒６７９－５１４８ 佐用郡佐用町光都１丁目３３０－３） 

 

設    立 昭和４７年５月３１日 

 

基本財産 ６億５千万円 兵庫県               １６０百万円 

県下全市町             ３３０百万円 

神戸商工会議所           ２３百万円 

『ひょうご環境創造協会 １３７百万円』 

 

代 表 者 理事長 大原 義弘 

 

事業内容 環境創造事業、循環型社会推進事業、環境コンサルティング事業、環境調査・測定分析事業、

環境研究事業、国際協力事業 

 

従業員数 １８６名『１５２名』 

 

売 上 高 １，６５５，１６３千円『１，５３４，０８０千円』（平成２２年度） 

 

床 面 積 １７６８６．１６ｍ２『６，１８０．４７ｍ２』 

 

※『』表示は、平成２３年３月末時点でのエコアクション２１認証登録範囲 

 

事業登録 計量証明事業登録 

兵庫県計証第濃３号(濃度) 

兵庫県計証第騒６号（音圧レベル） 

兵庫県計証第振７号（振動加速度レベル） 

兵庫県計証第特定濃度６号（特定濃度） 

水道水質検査機関登録 

厚生労働省（登録番号第６０号） 

作業環境測定機関登録 兵庫労働基準局２８－９号 

建築物飲料水水質検査業登録 兵庫県５６水第１１号の５ 

建築物空気環境測定業登録 兵庫県１１空第１１号の６８ 
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土壌汚染対策法に基づく指定調査機関 環２００３－１－２０７ 

MLAP（認定特定計量証明事業者） Ｎ－００６０－０１ 

（大気中のダイオキシン類、水又は土壌中のダイオキシン類） 

第２種臭気測定認定事業所第２８４（０２）号 

温泉成分登録分析機関 薬第０７Ｅ－０００１号 

エコアクション２１地域事務局 ひょうごＥＭＳ支援エンター 認定番号１－００２  

人材認定事業登録（こども環境学習サポータートレーニング） 

産業廃棄物処分業許可（最終処分：安定型埋立） 

産業廃棄物処分施設設置許可（最終処分場・安定型／ガラスくず・コンクリートくず及び 

陶磁器くず、がれき類） 

一般廃棄物処理施設設置許可（ごみ処理施設／焼却灰、ばいじん） 

 

技術スタッフ 

 

工学博士 ５名 

技術士 ２名 

環境計量士 １８名 

作業環境測定士 １０名 

臭気判定士 ６名 

大気公害防止管理者 ６名 

水質公害防止管理者 １３名 

ダイオキシン類公害防止管理者   ５名 

水道技術管理者 １名 

放射線取扱主任者   ３名 

エックス線作業主任者 １１名 

１級土木施工管理技士 ２名 

２級土木施工管理技士 ２名 

１級造園施工管理技士 ２名 

特別管理産業廃棄物管理責任者 ３名 
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（２）事業内容（環境創造事業） 
環境に適合した新しいライフスタイルの創造や、事業活動の促進のため、県民・NPO・事業者が一体

となり、環境負荷の低減を図るなど、低炭素社会、自然再生社会に向けた取り組みを行っています。 

  

１）地球温暖化防止活動の推進  

温暖化とその影響を防止するため、地球温暖化防 

止活動推進センターとして、兵庫県から指定を受け、 

家庭におけるＣＯ２削減やグリーンエネルギーの導入 

拡大さらに地域における温暖化防止活動の取組の輪を 

広げるための事業を行っています。 

 

○「うちエコ診断」（ＣＯ２排出見える化・削減）事 

業の推進 

○エコチェックなど実践活動の普及啓発活動 

○ＣＯ２削減相殺(ひょうごカーボン・オフセット)事業 

○ひょうごグリーンエネルギー基金事業 

○地球温暖化防止活動推進委員活動支援 

○太陽光発電相談指導センター事業 

○中小企業等の省エネ、ＣＯ２削減への支援（EA21） 等    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひょうごグリーンエネルギー基金事業        うちエコ診断 

               

 

２）生物多様性保全活動の推進 

多様な生き物が生息する自然環境を保全・再生す 

るための啓発、支援などを行っています。 

 

○生物多様性の保全に取り組むＮＧＯ・ＮＰＯの 

ネットワークの推進 等 

○生物多様性ひょうご基金の運営 

○浜辺の環境学習事業                 浜辺の環境学習 

 

３）環境学習・教育の推進 

     人間と環境との関わりについての理解を深め、環境適合型社会に向け、環境学習・教育 

に係る活動支援を行っています。 

 

○ひょうご出前環境教室の開催  

○環境学習プログラム、教材の開発  

○エコツーリズムバス運行支援事業 
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○環境保全創造活動支援事業 

○環境学習サポーター登録・紹介制度 

○こども自然体験推進事業 

○情報誌の発行 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 ４）環境学習施設の運営【平成２３年４月時点では県の環境マネジメントシステムで運用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

○ひょうごエコプラザ 

環境学習や活動に関する情報提供や助成、人材紹介の 

ご相談に環境学習コーディネーターが対応するなど、環 

境に関する取り組みのお手伝いを行っています。また、 

タイムリーなテーマを題材とした企画展示を行っていま 

す。 

  「太陽光発電相談指導センター」「ＣＯ２削減協力事業 

相談センター」をひょうごエコプラザ内に設置し、専門 

の相談員が太陽光発電の設置に関する相談や、中小事業 

者のＣＯ２削減の取り組みに関する相談に応じています。     

 

○ひょうご環境体験館(はりまエコハウス) 

  地球温暖化をはじめとする環境問題について、こどもから 

大人まで幅広い年齢層の県民が、『気づき』、『学び』、『知る』 

ことのできる体験型の環境学習施設です。（兵庫県が設置し、 

指定管理者として当協会が管理・運営しています。） 

  施設自体が環境関連技術を導入した展示物であるという 

特徴を活かして、さまざまな企画展示を行っているほか、エ 

ネルギー実験や環境工作、くらしの知恵などをテーマとした 

学習プログラムを実施しています。 

協会情報誌「エコひょうご」（県民、団体、事業所、市町会員等に年４回送付） 

 よりよい環境づくりのための様々な事業を支えて 

いくため協会では会員募集し、会員の皆さまへ協会 

情報誌「エコひょうご」を送らせて頂いています。 

皆さまからの会費は、環境保全事業に役立てられ 

ています。 

会員数 （平成２３年４月１日現在） 

県民会員 １，０３５人 

団体会員   １０４団体 

事業所会員  ２０２事業所  

市町会員    ４１団体 
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（３）事業内容（循環型社会推進事業） 
廃棄物に関わる全ての取り組みに対して一元的に対応する体制を整備し、循環型社会構築を目指し

たさまざまな活動を推進しています。 

 

 

１）廃棄物等処理に係る市町等の支援業務 

       廃棄物等の処理に係る事業は社会経済活動の拡大に伴い、市町単独では対応しきれない場合 

が増えています。また、廃棄物処理施設の新規建設事業は、中小規模の市町・事務組合では施 

設運営の経験者や各種専門技術者の確保が困難な状況です。そこで、こうした市町などへの支 

援事業を行っています。 

 

○市町事務支援、相談対応 

○市町職員研修 

○廃家電回収、資源化の支援 

 

２）廃棄物の資源化・最終処分事業  

              

○セメントリサイクル事業 

市町のごみ焼却施設から排出される焼却灰及びばいじんについて、住友大阪セメント(株) 

と協働で、既存のセメント焼却炉を活用した再資源 

化事業を行っています。 

（※EA21認証登録対象外・23年度以降認証登録予定） 

 

○但馬最終処分場事業 

       但馬地域の地元の要請を受け、但馬処分場を開設 

し、建設残土及び建設廃材等を受け入れています。 

                          但馬最終処分場 

（※香住事業所は EA21 認証登録対象外・23 年度以降認証登録予定） 

                                              

○大阪湾フェニックス受託事業 

       近畿圏から発生する廃棄物の最終処分を行う大阪湾フェニックス事業について、廃棄物の広 

域処理団体として、兵庫県内の積出基地のうち、尼崎、播磨、津名、姫路基地での廃棄物受入 

業務を受託しています。 

 

３）調査、研究、交流事業 

 

○ひょうごエコタウン推進会議の運営支援      

       既存の産業基盤の活用による広域的な資源循環社会の構築を目指す「ひょうごエコタウン構 

想」の実現に向け、事業化推進や資源循環の推進を進めています。 

             

○兵庫県・広東省等環境ビジネス交流会議の運営支援 

       兵庫県と広東省等の企業間における環境ビジネスの取り組みを促すため、兵庫県主導のもと 

に平成１９年６月に設置された「兵庫県・広東省等環境ビジネス交流会議」が行う各種事業を 

支援します。 

 

４）不法投棄廃棄物の適正処理 

 

○原状回復 

      廃棄物の不法投棄、不適正処理事案による生活環境保全上の支障を除くため、投棄原因者が 
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不明又は資金力不足の場合、土地所有者・市町などの要請に基づいて現状回復事業を行ってい 

ます。 

 

○未然防止、再発防止  

      市町等の要請に基づき、廃棄物の不法投棄・不正処理の未然防止及び再発防止対策に対して 

     助成を行います。 

 

   ５）３Ｒ等普及啓発の推進  

      循環型社会構築を目指した県民レベルのさまざまな活動を促進するため、地域における３Ｒ推 

進活動を担う人材の育成とその活動支援を行います。                             

                                                                

○クリーンアップキャンペーン 

○環境にやさしいマイバック運動 

○３Ｒ・低炭素社会検定事業 

○地域別循環型社会づくり推進会議支援事業 

 

（４）事業内容（環境コンサルティング事業） 
     地球温暖化防止、生物多様性の保全、循環型社会の推進など環境保全に係る調査研究を進めるこ

とにより培われた幅広い知見と高度な技術力で、一貫性のあるコンサルティング業務を遂行してい

ます。 

 

１）循環型社会形成の推進 

循環型社会を実現するために、市町が推進するごみ処理施設等の整備事業について、計画段階 

から一貫したコンサルティングで支援しています。また、事業者が取り組む適正な産業廃棄物処 

理施設の設置・管理を総合的にサポートしています。 

 

○一般廃棄物処理基本計画の策定支援 

○一般、産業廃棄物処理に関する調査・設計、工事監理などの総合コンサルティング事業     

 

２）自然環境の保全・再生 

    地域特性や社会条件などの変化を踏まえ、都市 

河川での自然再生、ビオトープ創出、荒廃した森 

林の復元などさまざまな事業目的に対応したプラ 

ンをご提案し、人と自然とが共生する豊かな社会 

の実現をお手伝いしています。 

 

○生物多様性地域戦略の策定支援 

○緑地保全・里地里山に関する調査・計画策定 

○動植物・生態系に関する調査や貴重種の保全    住民参画型自然再生 

○自然再生における住民参加と合意形成の推進 

支援 

○身近な自然、生き物を紹介する冊子づくり 

                               

３）低炭素社会実現への取り組み 

地球温暖化問題の解決や循環型社会の推進のた 

めの切り札となる低炭素社会の実現を目指し、バ 

イオマスの利活用などの再生可能エネルギーに係 

る計画支援や技術研究に取り組んでいます。 

ﾊﾞｲｵﾏｽの利活用 
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４）環境アセスメント                    

現状を調査により適切に把握し、事業の実施に伴う環境への影響を豊富な実績と最新 

の科学的な知見に基づき、予測、評価し、事業活動と自然環境や地域社会との持続的な 

調和をサポートしています。 

 

○豊富な実績：団地、道路・空港整備、海面埋立、廃棄物処理施設の整備等 

○住民への説明・調査支援 

○適切な事後監視計画の立案と手続き支援 

 

（５）事業内容（環境調査・測定分析事業） 
計量法に基づく計量証明事業登録機関として、経験豊富なスタッフが最新の技術を駆使しながら、

あらゆるニーズに即応できる迅速、正確な調査・測定分析を実施しています。 

 

１）大気環境調査 

私たちの身の回りを取り巻く大気環境を良好に保つため、「大気汚染防止法」などの各種関連 

法令に基づく、工場・自動車等からの排出される物質による大気中の汚染物質や、騒音・振動、 

悪臭など、あらゆる大気環境の測定を行っています。 

 

２）水質環境調査 

河川や海域をはじめとする水環境を良好に保つため、 

「水質汚濁防止法」などで規制する物質の測定を行っ 

ています。また、水道法の厚生労働大臣登録機関とし 

て、基準５０項目や水道管理目標設定項目の分析、ク 

リプトスポリジウムなどの耐塩素性病原微生物の検査 

についても迅速に対応しています。 

分析風景 

３）土壌環境調査 

「土壌汚染対策法」に基づく土壌ガス調査、土壌溶出量調査、土壌含有量調査、地下水の汚染 

状況調査を行っています。また、土地取引に先立って必要となる「宅地建物取引業法」及び「不

動産鑑定評価基準」に基づく土壌汚染状況の迅速かつ的確な報告、汚染対策工法をご提案してい

ます。 

 

４）有害物質調査 

特定計量証明事業者及び環境省受注資格審査合格機関とし 

て、ダイオキシン類や環境ホルモンなど極微量有害化学物質 

の調査分析を行っています。超微量で存在するこれらの分析 

には、高分解能ＧＣ－ＭＳによる高精度分析で対応していま 

す。 

 

★ISO9001 認証登録【対象範囲】 

水、土壌及び大気中の物質濃度に係る分析・測定、音圧・加速度レベルに係る測定並びに計

量証明 

★MLAP 認定【対象範囲】 

大気中のダイオキシン類、水又は土壌中のダイオキシン類 
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（６）事業内容（環境研究事業） 
  県民の安全と安心を守るために、中期事業計画に基づき県と連携した環境に関する調査研究などを

行い、また、他の研究機関や大学との連携により、環境事故の危機管理に対する科学的・技術的な情報

を提供しています。 

 

１）有害物質に関する調査研究 

     有害化学物質による環境汚染の未然防止の観点から、高蓄積性、長期残留性、長距離移動性な 

ど生態系への影響が懸念されるＰＯＰＳ（残留性有機汚染物質）をはじめ、排出基準未設定化学物

質の環境中の動態の把握、環境リスクを評価する手法の開発などの研究を行っています。 

 

○地球環境問題からみたＰＯＰＳ起源推定と動態解明 

○有機フッ素化合物の汚染実態及び発生源の解明 

○大気中揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の挙動と評価 

                                                      VOC 測定 

 

 

２）水環境に関する調査研究 

     瀬戸内海の再生に資するため、無機溶存態窒素の減少による海苔の色落ちなどのさまざまな障 

害が起っている播磨灘について、陸域・海域を含めた流域全体の有機物、栄養塩類などの適正監 

理方策に資する研究を行っています。 

また、富栄養化により生物生息環境が悪化した大阪湾奥 

部に造成された人工干潟において、底質環境の改善の研究   

に取り組むことにより、生物多様性の向上を図っています。 

さらに、河川の水生生物による水質評価などを通じて、   

県の環境教育を支援しています。 

 

○瀬戸内海における栄養塩類などの挙動把握 

○沿岸域における難分解性有機物の微生物利用による低 

減化                             環境教育 

○底質浄化による生物生息環境の改善 

 

３）大気環境に関する調査研究 

大気環境保全に関する最近の行政ニーズに即して、黄砂や光化学オキシダントなどの広域大気

汚染問題、微小粒子状物質（ＰＭ２．５）低減対策、地球温暖化防止対策、大気汚染常時監視網

の再編などに関する調査研究を行っています。 

 

○気象・大気質モデルを活用した県下の大気汚染物質濃度の予測 

○広域大気汚染（光化学オキシダント、黄砂、酸性物質など）の動態解明 

○ＰＭ２．５の実態把握と発生源の推定 

 

４）行政検査に係る調査分析 

     兵庫県（環境部局）からの依頼を受けて、大気汚染・水質汚濁の監視業務における試料の分析、

立入検査などの検体分析、発生源における適正管理や排出抑制対策の指導助言などを行っていま

す。 
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（７）事業内容（国際協力事業） 
    これまで培ってきた経験や技術を活かし、環境適合型社会の実現に向け、世界各地の環境保全の取

り組みに協力しています。 

 

○モンゴル森林再生プロジェクト 

○ブラジルパラナ州における環境管理技術協力事業 

○ブラジルパラナ州ロンドリーナ市における水質改善 

モデル支援事業 

○兵庫県・広東省ビジネス交流会議（再掲） 

○ＪＩＣＡ研修（地方自治体における廃棄物コース、環境

安全のための化学物質リスク管理と残留分析コース） 

モンゴル森林再生プロジェクト 
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２．環境への取り組み 
  協会は、平成１７年３月にＩＳＯ１４００１の導入を行い、環境への取り組みに関する組織体制を

構築しました。エコアクション２１については、平成２１年２月に認証登録を行い、ＩＳＯ１４００１

からエコアクション２１に移行しました。また、平成２２年度には資源循環部及び兵庫県環境研究セン

ターを含めた運用を行い、平成２３年１月の更新審査において、認証対象範囲を拡大しました。 

 

（１）環境方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財団法人ひょうご環境創造協会環境方針 
【 理 念 】 

    財団法人ひょうご環境創造協会（以下、「当協会」という）は、環境の保全と創造が人類共通の最重要

課題の一つであることを強く認識し、活動のあらゆる面で、環境の保全と創造に配慮して行動する。 

 

【 方 針 】 

    当協会は、「環境適合型社会の実現をめざし、参画と協働の取組を進めます」をスローガンに、県民、

NGO・NPO、事業者、行政の行う環境保全と創造活動を支援し、促進する推進母体として、環境創造事

業、循環型社会推進事業、環境調査・分析事業、環境研究事業などの事業活動等において、環境負荷

を低減するとともに環境保全・創造活動を実践するため、以下の原則を履行する。 

 

１ （環境保全・創造活動の推進） 

職員全員が下記の環境保全・創造活動の実践に取り組むとともに、事業活動による環境負荷の低減

及び環境汚染の予防・防止に努める。 

(1) 環境保全活動 

① 化学薬品は、適正使用を徹底し、適正管理に努める。 

② 物品等の調達にあたっては、グリーン調達を推進する。 

③ 電気、水、ガス、紙等の資源・エネルギーは、使用量の削減・再利用に努める。 

④ 廃棄物は、排出の抑制を図るとともに分別を適正に行い、再資源化を推進する。 

⑤ 産業廃棄物の適正管理に努める。 

⑥ 排水処理施設及び排ガス処理施設は、適正に管理し、汚染物質排出の予防・防止に努める。 

(2) 環境創造活動 

① ライフステージに応じた環境学習・教育を推進し、県民、事業者の環境創造活動を支援する。 

② グリーンエネルギーの導入等の地球温暖化防止のための実践活動を促進する。 

③ 環境問題に関する情報収集・提供及び普及啓発・調査研究に努める。 

２ （法令等の遵守） 

当協会に適用される環境関連の法令等及び当協会の同意するその他の要求事項を遵守する。 

３ （緊急時の対応） 

     緊急事態に備え、化学薬品の保管・使用及び排水処理施設等の管理にあたっては、防災対策を講

じ、汚染物質の漏出の防止に努める。 

４ （継続的改善） 

環境方針、環境目標は、社会情勢及び社会的要請を考慮して定期的に見直しを行い、継続的改善

により、環境負荷の低減と環境保全・創造活動の実践に努める。 

５ （公開） 

環境方針は、公開する。 

           

制定日 平成 20 年 4 月 1 日 

改訂日 平成 23 年 4 月 1 日 

 

 
 

財団法人ひょうご環境創造協会 理事長 
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（２）対象範囲 

理
事
長

(

代
表
者

)

事業課
※2（尼崎事業所）
※2（津名事業所）
※2（姫路事業所）
※2（播磨事業所）
※3（赤穂事業所）
※3（香住事業所）

資源循環部

環境創造課
※1(ひょうごエコプラザ)
※1(ひょうご環境体験館)

経営企画部

総務課

営業推進課

大気環境科

企画調整課

温暖化対策課

環境調査課

理
事
（
環
境
管
理
責
任
者
）

大気課

土壌対策室

専
務
理
事
（
副
代
表
者
）

水質課

経理課

循環推進課

常
務
理
事

※2　尼崎事業所、津名事業所、姫路事業所、播磨事業所は、大阪湾広域臨海環境
     整備センターのもとで活動しているため対象外とする。

※3　赤穂事業所及び香住事業所は、平成25年度中に拡大予定

兵庫県環境研
究センター

※1　ひょうごエコプラザ及びひょうご環境体験館は、県のEMSのもとで活動している
     ため対象外とする。

安全科学科

会
長

環境技術部

水質環境科

環境創造部

・環境実
行責任者
・環境実
行委員

・環境実
行責任者
・環境実
行委員

・環境実
行責任者
・環境実
行委員

・環境実
行責任者
・環境実
行委員

・環境実
行責任者
・環境実
行委員
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（３）環境目標と環境活動計画 
 

環境目標 具体的な取組 平成 23年度目標 平成 22年度目標 平成 22年度実績 評価 

(１)化学薬品の

管理 

・衛生管理者による巡視

点検（ドラフト制御風速

チェック、ボンベ漏れ、

排水処理 など） 

巡視点検の実施 

（年１２回） 

巡視点検の実施 

（年１２回） 

巡視点検の実施 

（年１２回） 
○ 

(２)グリーン 

調達 

・事務用品のグリーン調

達 

グリーン調達の 

推進 

グリーン調達の 

推進 

グリーン調達の 

推進 
○ 

(３)電気使用量

の削減 

・昼休みの消灯 

・空調の適正化（夏期：

28℃、冬期：20℃） 

１，３０４，７２４

kWh 以下 

１，４５４，５０７

kWh 以下 

１，２５６，２３３

ｋWh 
○ 

(４)ガス使用量

の削減 

・使用量を管理し、削減

に努める 
５，４８０m3以下 ４，５０３m3以下 ４，５６３m3 × 

(５)二酸化炭素

排出量の削減 

・電気使用量削減の取り

組みに加えてエコドラ

イブの実施 

５７１，６７ ６

kg-CO2以下 

６３５，９００

kg-CO2以下 

５ ６０ ，７ ００

kg-CO2 
○ 

(６)水使用量の

削減 

・水の流しっぱなしの防

止 

・ピペット洗浄時間の適

正化 

４，９８２m3以下 ４，４３０m3以下 ３，９５４m3 ○ 

(７)廃棄物排出

量の削減 

・非再資源化物の削減 

・紙使用量の削減 

リサイクル率 

７０％ 

リサイクル率 

７０％ 
７６％ ○ 

(８)環境創造活

動の推進 

・啓発型イベント、セミ

ナー等開催及び支援・協

力、参加 

設定された環境保

全活動のポイント

数において、目標ポ

イント（８ポイン

ト）の達成率が７

５％以上 

設定された環境保

全活動のポイント

数において、目標ポ

イント（８ポイン

ト）の達成率が７

５％以上 

８３％ ○ 

(９)産業廃棄物

の管理 

・産業廃棄物管理票によ

る産業廃棄物適正処分

の管理 

産業廃棄物適正管

理の実施 

産業廃棄物適正管

理の実施 

マニフェスト３０

枚発行（適正処理を

確認） 

○ 

(１０) 排水／排

ガスの管理 

・自主排水・排ガス測定

の実施 

・排水・排ガス測定結果

が基準値以内 

試験分析排水及び

排ガス管理の 徹

底：月２回の排水水

質、年１回の排ガス

濃度自主測定の実

施 

試験分析排水及び

排ガス管理の徹

底：月２回の排水水

質、年１回の排ガス

濃度自主測定の実

施 

排水：年３６回測定 

排ガス：年１回測定 

(基準値以下) 

○ 

(１１)緊急事対

策 
緊急時対応訓練の実施 

分析室における防

火手順の確認 

分析室における防

火手順の確認 

分析室における防

火手順の確認 
○ 
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（４）環境目標と環境活動計画の実績、取組結果とその評価 
   ※平成２２年度より認証対象範囲を拡大したため、数値は全体的に増加しております。 

 

１）化学薬品の管理（目標達成） 

平成２２年度の化学薬品の管理は、ＩＳＯ９００１等手順書である「薬品・高圧ガス管理手順」

に従った管理を行っています。ＰＲＴＲ法（※）に基づく物質（トルエン等）も１t を超えるも

のはありませんでした。また、平成２２年度の衛生管理者による巡視点検（月１回／年１２回）

が行われ問題はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学物質保管庫 

    ※ＰＲＴＲ法：「特定化学物質の環境への排出量の把握等および管理の改善の促進に関する法律」 

 

２）グリーン調達（目標達成） 

グリーン調達については、経理課において、

主に事務用品のグリーン調達を行っていま

す。 

平成２２年度は、全ての事務用品についてグ

リーン調達が行われました。 

 

３）電気使用量の削減（目標達成） 

平成２２年度における電気使用量は、１，２

５６,２３３kWh であり、平成２２年度目標（１，

４５４，５０７ kWh）より約１３％削減できま

した。 

 

４）ガス使用量の削減（目標未達成） 

 平成２２年度におけるガス使用量は、４，５

６３ｍ３であり、平成２２年度目標（４，５０

３ｍ３）を達成できませんでした。主な原因と

しては、年度当初の寒波により、温水の使用量

が増えたためと考えられます。 

 

 

５）二酸化炭素排出量の削減（目標達成） 

平成２２年度における二酸化炭素排出量は、

５６０，７００ｋｇ－ＣＯ２であり、平成２２

年度目標６３５，９００ｋｇ－ＣＯ２より約１

２％削減できました。 

 

 

（二酸化炭素排出係数 

０．３６６ｋｇ－ＣＯ２／ｋＷｈ） 

 

薬品使用量実績 

薬品２．０９１ ｔ 

ＰＲＴＲ法に基づく物質 

物質０．０９３ ｔ 

※ｔで換算しにくい物質（Ｌ）については比

重を１として計算しています。 

電気使用量

0

200000

400000

600000

800000

1000000

1200000

1400000

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

kWh

二酸化炭素排出量

0

100000

200000

300000

400000

500000

600000

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

kg－ＣＯ２

ガス使用量

4,350
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６）水使用量の削減（目標達成） 

 

平成２２年度における水使用量は、３,９５

４ｍ3であり、平成２２年度目標（４,４３０ｍ
3）より約１０％削減できました。 

 

 

 

７）廃棄物排出量の削減（目標達成） 

協会では、一般廃棄物は、再資源化物として古紙（コピー紙、雑誌など）、新聞紙、ダンボール、

アルミ缶、スチール缶、びん類、非再資源化物として可燃ごみ（生ゴミ／紙くずなど）、不燃／粗

大ごみ（傘／フロッピーなど）に分別しています。なお、一般廃棄物分より再資源化した比率（リ

サイクル率）は７６％であり、目標（７０％）を達成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）環境創造活動の推進（目標達成） 

平成２２年度における協会の環境創造活動として、職員の一人一人が下記の活動を行い、活動

内容ごとに環境活動ポイントを設定することで、環境への取組を推進していくこととしています。 

職員全体（エコアクション２１認証登録範囲）におけるポイント達成率は８３％であり、目標（７

５％）を達成しました。 

（環境創造活動内容） 

○ 環境講演会、イベント、技術研修会、調査研究学会等に参加 

○ エコフェスティバルに参画 

○ 環境問題に関する講演会、セミナー等に講師として参加 

○ 屋外清掃等の環境美化活動に参加 

○ 環境に関する勉強会に参加 

○ エコチェックカレンダー会員に参加 

○ 環境に関する調査研究をとりまとめ、外部又は内部報告を実施 

 

９）産業廃棄物の管理（目標達成） 

協会から排出される産業廃棄物は、廃プラスチック類、廃ガラス類、廃金属類、汚泥、廃酸、

廃アルカリ、廃油廃酸、廃アルカリ、廃油があります。平成２２年度に排出された産業廃棄物は、

１，２０２．８kg、また、特別管理産業廃棄物は、１,５７７Lでした。これらの産業廃棄物は都

道府県知事、又は政令市の許可を受けた産業廃棄物処分業者に処分を委託し、委託時には産業廃

棄物管理票（電子マニフェスト）を発行して、適切に処分が行われたかどうかの確認を行ってい

ます。平成２２年度における産業廃棄物管理票の発行枚数は３０枚であり、すべて適切な処分が

行われていることを確認しました。 

 

水使用量

3300

3400

3500

3600

3700

3800

3900

4000

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

m3

○再資源化物実績 

古紙         ５．２７９ｔ 

新聞紙       ０．８３９ｔ 

ダンボール    １．７４６ｔ 

アルミ缶、スチール缶等 

            １．１８８ｔ 

○非再資源化物実績 

可燃ごみ      ２．４６８ｔ 

不燃／粗大ごみ ０．３３１ｔ 

 
リサイクル率

74.0

74.5

75.0

75.5

76.0

76.5

77.0

77.5

78.0

78.5

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

％
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１０）排水／排ガスの管理（目標達成） 

協会では、重金属などの有害物質を含む排水は、排水処理装置を用いて処理を行い、無害化し、

ｐＨを調整した後、公共下水道に排出しています。また、有機性汚濁物質を含む排水は、高分子

凝集剤を使用した凝集沈殿を行った後、公共下水道に

排出しています。これらの排水については、定期的に

自主検査を行っていますが、基準値を超える値は検出

されませんでした。 

常温で揮散しやすい薬品（酸、溶剤）の取り扱いは、

ドラフト装置内で行い、揮散したガスを吸引して排ガ

ス処理装置による処理を行った後、無害化した空気を

大気中に放出しています。 

また、協会では、薬品が大気中に放出されることを

未然に防止するため、月１回、衛生管理者による巡視

点検を行い、これらの設備に異常がないかどうかをチ

ェックしています。                      排水処理施設  

 

１１）緊急時対策 

協会では、エコアクション２１登録認定範囲の全職員に対して、業務を推進するうえで必要な

環境保全教育（自覚教育）を平成２２年６月～７月に行いました。また、化学薬品の漏洩及び危

険物保有量の多い分析室の火災を緊急事態として特定し、緊急事態への対応策として、「緊急事態

対応手順書」を定めています。平成２２年度は、手順書に定められた作業が適切に行うことがで

きるかどうかの確認を行いました。 

 

 

 

産業廃棄物実績 

廃プラスチック類  ６４５．９ｋｇ 廃ガラス類     ３３４．２ｋｇ 

廃金属類       ５５．０ｋｇ 汚泥             １６７．７ｋｇ 

特別管理産業廃棄物実績 

 廃酸          ７３７L  廃油        ８００L 

 廃アルカリ        ４０L 
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（５）マテリアルバランス  
平成２２年度の事業活動により、環境に与えた影響を環境負荷として示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財団法人 

ひょうご環境創造協会 
 

エネルギー（インプット） 
電気    １,２５６,２３３kWh 

都市ガス     ４，５６３m3 

ガソリン      ３３,２７１Ｌ 

軽油          ５,３５８Ｌ 

排出物（アウトプット） 
ＣＯ２排出量 ５６０,７００kg－ＣＯ２ 

再資源化廃棄物   ９．０５１８ｔ 

非再資源化廃棄物 ２．７９９８ｔ 

産業廃棄物排出量 １２０２．８ｋｇ 

特別管理産業廃棄物  １,５７７Ｌ 

排水             ３,９５４m3 
 

製品（アウトプット） 
分析測定件数 

１３０,１８５件 

環境調査・コンサルティ

ング業務    ３０件 

資源（インプット） 
上水           ３,９５４m3 

紙          ４．９４４ｔ 

薬品         ２．０９１t 

物質（PRTR 法に基づく物質） 

             ０．０９３ｔ 
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（６）環境関連法規等の遵守状況の確認及びその評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 
環境関連法規等については、環境経営システムのなかで、「法規制等遵守状況チェック表」を作成

してチェックを行い、違反があった場合は是正することにしています。協会に適用される法規、その

他の要求事項は、「法的及びその他の要求事項一覧表」に定めています。 

また、平成２２年度は、協会に適用される法規等について違反や公的機関等から訴訟及び利害関係

者からの苦情は１件もありませんでした。 
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（７）代表者による全体評価と見直しの結果 

 

見直しのための情報 確認・指示内容/変更の必要性 

［方針・目標、達成状況］ 

環境方針、環境目標に、資源循環部（旧兵庫県

環境クリエイトセンター）及び、兵庫県環境研究

センターを含めて運用を行いました。 

平成２２年度における環境目標は、ガスと軽油

の使用量が未達となったが、その他はすべて達成

できました。未達の原因は、寒波による冬季のガ

ス使用量の増加と軽油車両の走行距離が増加した

事によります。なお、電気を含めた二酸化炭素排

出量の目標は達成されています。 

 

［環境方針・環境目標に対するコメント］ 

 資源循環部、兵庫県環境研究センターの運用も

図られている。 

 環境目標の設定については、業務量の増加が見

込まれる際にはそれを踏まえた適正な見直しを行

うこと。 

 

 

［変更の必要性］ 

○有   無 

［環境活動計画の取組み状況］ 

環境目標を達成するための活動項目は、環境実

行委員会等により職員に通知され、取り組みが継

続して行われています。 

 

 

［環境活動計画に対するコメント］ 

「環境創造活動チェック表」の環境活動の種類は、

職員が取り組みやすい項目を記載し、周知するこ

と。 

 

［変更の必要性］ 

○有   無 

［法律等の改定、順守状況］ 

  法規制等遵守状況チェックの結果、環境関連法

規への違反はありません。また、外部からの環境

関連法規に関する違反等の指摘及び訴訟はありま

せんでした。 

［順守状況の確認に対するコメント］ 

 特になし 

 

［変更の必要性］ 

有   ○無 

［環境経営システムの実施状況］ 

平成２２年度は、エコアクション２１ガイドラ

イン２００９年度版に対応しました。また、組織

統合に伴い、資源循環部（旧兵庫県環境クリエイ

トセンター）及び、兵庫県環境研究センターにつ

いても運用を行い、更新審査を受けました。 

［環境経営システムに対するコメント］ 

 取組状況を「数値化」・「見える化」する事でエ

コアクションの取り組みの重要性を感じることが

できる。 

今後も職員が一丸となって取り組みの具体的方

策を検討し、常に意識して継続し、改善する必要

がある。 

［変更の必要性］ 

有   ○無 

[報告年月日] 

 平成２３年 ６月 １０日 

[見直し年月日] 

 平成２３年 ６月 １０日 

[環境管理責任者] 

氏名:  井上  成人 

[代表者] 

氏名:  大原  義弘 
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（８）次年度の環境目標と取組内容              （二酸化炭素排出係数０．３６６ｋｇ－ＣＯ２／ｋＷｈ） 

事
務
局

資源循環部
(事業所は除
く)

水質課(本館側)
水質課(工技側)
及び土壌対策室
兵庫県環境研究
センター

大気課
（大気
棟）

大気課
（工技
側）

化学薬品の
管理【環境
方針(1)①】 薬品管理

月1回実施状況
の確認

月1回実施状況
の確認

月1回実施状況
の確認

月1回実施状況
の確認

月1回実施状況
の確認

ISO9001等の手順書に従った化学薬品の適
正使用、適正管理に係る記録を確認

◎ － ◎ ◎ ◎

グリーン調
達【環境方
針(1)②】

グリーン調
達の推進

月1回部署内で
周知

月1回部署内で
周知

月1回部署内で
周知

月1回部署内で
周知

月1回部署内で
周知

環境に配慮した物品等の購入及び使用 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

電気使用量
(kWH)

1,454,507以下 1,256,233 1,304,724以下 1,304,724以下 1,304,724以下

昼休み時間の消灯を徹底する、パソコンは
離席時等短時間使用しない時に省エネモー
ドとなるよう設定する、冷暖房時は適切な
温度（冷房時２８℃以上、暖房時２０℃以
下）に設定する、 エコタップの活用を図
る、廊下の消灯を行う、環境実行委員等が
「環境行動チェック表」により取組状況を
チェックするなど

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ガス使用量
(Nm3)

4,503以下 4,563 5,480以下 5,480以下 5,480以下
ガス使用量を管理し、削減に努める

◎ － ◎ ◎ ◎

ガソリン使
用量(L)

35,333以下 33,271 － － － ◎ － ◎ ◎ ◎

ガソリン燃
費

－ － 平均9.1㎞以上 平均9.1㎞以上 平均9.1㎞以上 ◎ － ◎ ◎ ◎

軽油使用量
(L)

4,572以下 5,358 － － － ◎ － － ◎ ◎

軽油燃費 － － 平均6.8㎞以上 平均6.8㎞以上 平均6.8㎞以上 ◎ － － ◎ ◎

二酸化炭素
排出量
(kg-CO2)

635,900以下 560,700 571,676以下 571,676以下 571,676以下

電気、ガス、ガソリン、軽油の削減に取り
組む ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

水使用量の
削減【環境
方針(1)③】

水使用量

(ｍ３)
4,430以下 3,954 4,982以下 4,982以下 4,982以下

水の流しっぱなしをしない、洗浄時間を適
正に行うなど ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

廃棄物排出
量の削減
【環境方針
(1)④】

リサイクル
率（％）

全体で70％(部
署ごとに目標
別)

76%
全体で70％(部
署ごとに目標
別)

全体で70％(部
署ごとに目標
別)

全体で70％(部
署ごとに目標
別)

再生できる紙類はごみにせず分別する、ア
ルミ缶・スチール缶・ガラス瓶及びペット
ボトルは分別する、使い捨て容器の使用を
控えるなど

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

環
境
創
造
活
動

環境創造活
動の推進
【環境方針
(2)①②③】

環境保全活
動

年間平均達成
率75％以上

83% 年間平均達成
率75％以上

年間平均達成
率75％以上

年間平均達成
率75％以上

職員全員が環境創造活動を行い、「環境創
造活動チェック表」により、四半期ごとに
活動状況をチェックする。
(評価方法)
・職員に1人あたり累計８ポイントで目標
達成とし、四半期ずつ目標2ポイントずつ
の増加させ、累計で評価する

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

※　環境方針(1)⑤⑥は、法令遵守に該当するため、「法的及びその他の要求事項一覧表」及び「法規制等遵守状況チェック表」等による管理項目とする

◎

◎

―

◎

◎

◎

―

環
　
　
境
　
　
負
　
　
荷
　
　
の
　
　
低
　
　
減

管理項目
活
動

平成22年度目
標

平成23年度
目標

平成25年度
目標

平成22年度実
績

（基準）

エコドライブの推進
不要なアイドリングをやめる、タイヤの空
気圧をチェックする、不要な荷物を降ろ
す、暖機運転は適切に行う、急発進、急加
速はやめるなど

主な取り組み項目

取り組み部署

平成24年度
目標

取り組み項
目

二酸化炭素
の削減
【環境方針
(1)③】

経営企画部
環境創造部
(2F)
環境調査課

◎

―

◎

◎

◎

 



 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行／財団法人ひょうご環境創造協会 

Hyogo Environmental Advancement Association 

 

〒６５４－００３７ 神戸市須磨区行平町３－１－３１ 

ＴＥＬ ０７８－７３５－２７３７ ＦＡＸ ０７８－７３５－２２９２ 

お問い合わせ先 経営企画部企画調整課 

ホームページ   http：//www.eco-hyogo.jp/ 

 


